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学習ユニット積上げ式モデル・カリキュラム基準の枠組みの開発・整備 

 

学習ユニット積上げ式のモデル・カリキュラム基準の枠組みを開発・整備するに当たり、

まず現状の専門学校において実施できる ITSS 準拠のカリキュラムを作成することにした。 

 

そのために、一般社団法人全国専門学校情報教育協会に加盟している情報系の専門学校の

カリキュラムの調査を行った。 

調査対象は、全国専門学校情報教育協会会員校で、専修学校フォーラム内で発表を行って

いる 8 校の専門学校とした。 

 

対象学科となる学科の調査方法：WEB サイトからの情報収集 

調査した内容：情報処理関連の学科が目指す職業、資格、カリキュラム 

 

8 校は、どこも専修学校フォーラム内で発表を積極的に行っている学校であることから、先

進的な IT 教育を行っている学校が多く、カリキュラム内容にもそれほど差異は見受けられ

なかった。 

 

そこで今回は、 

1. 地域が他の 2 校と違っていること 

2. 2 年制、あるいは 3 年制、4 年制の学科が存在していること 

3. カリキュラム（時間割）を公開していること 

以上 3 つを選定理由とし、調査対象 8 校のうち 3 校を抜粋して、本書に概要をまとめた。 

 

調査を行ったのは、下記 3 つの専門学校の対象 7 学科。 

 

 吉田学園情報ビジネス専門学校（北海道） 

 情報システム学科 3 年制 

 新潟コンピュータ専門学校（新潟県） 

 システムクリエータ科 3 年制 

 システムクリエータ科 2 年制 

 IT 高度専門学科 4 年制 

 日本電子専門学校（東京都） 

 情報システム開発科 2 年制 

 情報処理科 2 年制 

 高度情報処理科 3 年制 
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 吉田学園情報ビジネス専門学校（北海道） 

 情報システム学科 3 年制（http://www.yoshida-jbusiness.jp/com/gakka1/） 

 

 

●目指す職業 

サーバ構築エンジニア 

クラウドエンジニア 

WEB システムプログラマー 

ネットワークエンジニア 

スマートフォンアプリプログラマー 

Java プログラマー 

運用管理エンジニア 

 

 

 

  

http://www.yoshida-jbusiness.jp/com/gakka1/
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●目指す資格 

LPI レベル 1（Linux 技術者認定試験） 

CompTIA 認定資格 Network+ 

CompTIA 認定資格 Server＋ 

CompTIA 認定資格 Cloud Essentials 

仮想化基礎検定試験 

Java プログラミング能力試験 

Web クリエイター能力試験 

MOS（Microsoft Office Specialist）試験 

IT パスポート試験 

基礎情報技術者試験 

 

 

●主なカリキュラム 
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 新潟コンピュータ専門学校 

 システムクリエータ科 3 年制 

（http://www.ncc-net.ac.jp/department/system1.php） 

 

 

●目指す職種 

システムエンジニア 

ネットワークエンジニア 

制御プログラマ 

プログラマ 

 

 

●目指す資格 

基礎情報技術者試験 

応用情報技術者試験 

ネットワークスペシャリスト試験 

情報セキュリティスペシャリスト試験 

データベーススペシャリスト試験 

MCP 

CCNA 

OCJP 

Oracle Master 

 

●主なカリキュラム 

 

 

  

http://www.ncc-net.ac.jp/department/system1.php
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 新潟コンピュータ専門学校 

システムクリエータ科 2 年制（http://www.ncc-net.ac.jp/department/system2.php) 

 

●目指す職種 

システムエンジニア 

プログラマ 

制御プログラマ 

オペレータ 

 

 

 

●目指す資格 

基礎情報技術者試験 

応用情報技術者試験 

C 言語プログラミング能力試験 

Java 言語プログラミング能力試験 

LPIC 

OCJP 

情報システム試験 

 

 

●主なカリキュラム 
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 新潟コンピュータ専門学校 

 IT 高度専門学科 4 年制（http://www.ncc-net.ac.jp/department/it.php) 

 

 

●目指す職種 

システムエンジニア 

ネットワークエンジニア 

制御プログラマ 

ゲームプランナー 

ゲームプログラマ 

CG デザイナー 

Web プログラマ 
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●目指す資格 

基礎情報技術者試験 

応用情報技術者試験 

情報セキュリティスペシャリスト試験 

ネットワークスペシャリスト試験 

Java 言語プログラミング能力試験 

CG-ARTS CG クリエイター検定 

CG-ARTS マルチメディア検定 

OCJP 

Oracle Master 

 

●主なカリキュラム 
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 日本電子専門学校 

 情報システム開発科 2 年制(http://www.jec.ac.jp/course/jy/) 

 

 

 

●目指す職種 

システムエンジニア 

プログラマ 

 

●目指す資格 

応用情報技術者試験 

基礎情報技術者試験 

UML 技術者資格 

オラクル認定 Java プログラマ（OCJ-P） 

オラクルマスター 

マイクロソフト認定資格 

XML マスター 

MOS 

情報検定 
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●主なカリキュラム 
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 日本電子専門学校 

 情報処理科 2 年制(http://www.jec.ac.jp/course/jn/) 

 

 

●目指す職種 

プログラマ 

システム運用管理 

 

 

 

●目指す資格 

基礎情報技術者試験 

IT パスポート 

応用情報技術者試験 

マイクロソフト認定資格 

情報検定 

ビジネス能力検定ジョブパス 

インターネット検定 .com Master 
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●主なカリキュラム 
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 日本電子専門学校 

 高度情報処理科 3 年制(http://www.jec.ac.jp/course/jz/) 

 

●目指す職種 

上級システムエンジニア 

データベースエンジニア 

プロジェクトマネージャー 

 

●目指す資格 

IT パスポート 

応用情報技術者試験 

データベーススペシャリスト 

オラクルマスター 

オラクル認定 Java プログラマ（OCJ-P） 

LPI Linux 技術者認定マイクロソフト認定資格 

UML モデリング技能検定 

情報検定 

ビジネス能力検定 

 

●主なカリキュラム 
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●調査の結果 

 

調査の結果から、情報処理関連の学科については、下記の 3 点が浮かび上がってきた。 

 

1. 2 年制のカリキュラムが主流というわけではなく、3 年制、あるいは 4 年制の学科が多

く見受けられた。特に地方にある専門学校の情報システム科の学科は 3 年制が多く、地

方におけるより厳しい就職状況への対応として、さらなる専門知識を持った学生の養成

が、専門学校において必要になっていると思われる。 

 

2. 目指す資格、カリキュラムの内容が ITSS に準拠しているとの説明が Web サイトに１

文字も見られなかった。これは、Web サイトの対象者が、専門学校に入学を希望する学

生や父兄向けのホームページであることが原因ではあると思うが、一般に対する ITSS

の認知度が低いことを感じさせる。 

また、カリキュラム作成側は、ITSS について十分に重要度は理解できているものの、

認知度の低さから、ITSS に準拠していると明記するメリットがないことが原因と考え

られる。 

 

3. 目指す職種においても、「IT スキル標準フレームワーク」の 11 職種・35 種類の専門分

野があまり明確に定義されていない。あるいはフレームワークを細かくしてしまったこ

とから、該当する職種や専門分野を適切に定義できない。また、フレームワークを Web

ページに記載することにより、育成人材像が判りにくくなり、逆に学生募集の際の足か

せになってしまう可能性がある。そのため、各学校とも業界で広く使われている「プロ

グラマ」「システムエンジニア」の記述になってしまっていると思われる。 

 

これらのことから、今回、本プロジェクトで ITSS 準拠のカリキュラムを作成するにあたり、 

目指す職種については、調査を行った専門学校が「目指す職種」として上げ、かつカリキ

ュラムの内容を踏まえた 3 つの職種に限定することとした。 

 

今回カリキュラムを作成する「職種」範囲に決定した理由の 1点目は、「ITスキル標準 V3 2011」 

2部：キャリア編_20120326 に記載されている「キャリアフレームワーク」の表のレベル 1、

レベル 2の上に積み上げていく職種とした。 

 

この条件に当てはまる職種は「セールス」「IT スペシャリスト」「アプリケーションスペシ

ャリスト」「ソフトウェアデベロップメント」「カスタマサービス」となる。 
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職種 マーケティング セールス
コンサルタ
ント

ＩＴアーキテクト
プロジェクト
マネジメント
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Ｉ
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ソ
フ
ト
ウ
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ア
製
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開
発
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ッ
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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デ
ー
タ
ベ
ー
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ア
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ョ
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シ
ス
テ
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

業
務
シ
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ム

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

基
本
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

応
用
ソ
フ
ト

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
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ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

運
用
管
理

シ
ス
テ
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管
理

オ
ペ
レ
ー
シ
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ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク

研
修
企
画

イ
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ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

 

 

 

しかし、職種「セールス」「アプリケーションスペシャリスト」「ソフトウェアデベロップ

メント/基本ソフト・ミドルソフト」「カスタマサービス/ファシリティマネジメント」につ

いては選択しなかった。 

 

その理由として、「IT投資局面と職種」のマトリックスにあるように、経営戦略策定、戦略

的情報化企画のフェーズは、実際の業務の中で習得すべきものであり、専門学校で勉強で

きるものではないと考えられるからである。 

図 1 キャリアフレームワーク 
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システムの
運用と管理

システムの
運用と管理

運用計画/
運用管理
の策定

ITサービス

マネジメント

ハードウェア
ソフトウェア
の保守

ハードウェア
ソフトウェア
の保守

ハードウェア
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の導入

導入計画
の策定

カスタマ
サービス

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
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コンポネント
の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
コンポネント
の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
開発計画
の策定

アプリケーション
スペシャリスト

システム・
コンポネント
の保守

システム・
コンポネント
の運用支援

システム・
コンポネント
の導入構築

システム・
コンポネント
の設計

システム構築
計画の策定

IT
スペシャリスト

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクトの
管理/統制
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管理/統制
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ＩＴ
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の設計
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策定のため
の助言

ビジネス戦略
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の提言
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ＩＴ
アーキテクト

ソリューション
の設計
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策定のため
の助言

ビジネス戦略
策定の助言
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課題
整理／分析
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ビジネス
戦略策定

経営目標／
ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定

主たる活動局面 従たる活動局面

職種

ＩＴ投資の局面
と活動領域

 

 

 

しかし、現在の「IT パスポート試験」「基本情報技術者試験」で経営戦略/ストラテジの内

容が出題されていることもあり、最低限の用語や知識等を学生に持たせるべきであると考

える。 

 

現状は、専門学校のカリキュラムをみる限り、これらの経営戦略やストラテジのカリキュ

ラムは存在せず、「試験対策」の中で教えていると思われるが、今回のカリキュラムに作成

した「日本語の読解能力開発」の題材として使用することにより、試験対策ではなく、シ

ミュレーション等での指導を目指したい。 

 

以上のことから、今回、職種として選定した職種は、「ITスペシャリスト」「アプリケーシ

ョンスペシャリスト」「カスタマサービス」「IT サービスマネジメント」の 5職種とした。 

 

  

図 2 IT投資局面と職種 
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テ
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レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

また、専門分野については、専門学校のカリキュラムと各職種と専門分野の達成度指標の

レベル記述表に照らし合わせ、ほぼすべての専門学校で対象としているであろう「IT スペ

シャリスト」の「ネットワーク」「データベース」、そして、「ソフトウェアデベロップメン

ト」の「応用ソフト」とした。 

  

図 3  IT投資局面と職種とマトリックス表からの対象範囲の選択 

図 4  今回作成のカリキュラムの範囲 
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各カリキュラムの内容については、「IT スキル標準 V3 2011」の 1 部：概要編_20120326

の中で、情報技術者試験と ITSS のレベルの対応表を参考に選定を行った。ITSS スキル標

準と情報技術者試験との関係は、下記のように定義されている。 

 

表 1.情報処理技術者試験との対応関係 

レベル 職種 専門分野 試験区分 注釈 

レベル４ 

マーケティング  ＩＴストラテジスト試験  

セールス  ＩＴストラテジスト試験  

コンサルタント  ＩＴストラテジスト試験  

ＩＴアーキテクト  
システムアーキテクト試験 

ほか 

注１ 

プロジェクト 

マネジメント 
 プロジェクトマネージャ試験 

 

ＩＴスペシャリスト 

プラットフォーム   

ネットワーク 
ネットワーク 

スペシャリスト試験 

 

データベース 
データベース 

スペシャリスト試験 

 

アプリケーション共通

基盤 
 

 

システム管理   

セキュリティ 
情報セキュリティ 

スペシャリスト試験 

 

アプリケーション 

スペシャリスト 
 システムアーキテクト試験 

 

ソフトウェア 

デベロップメント 

基本ソフト   

ミドルソフト   

応用ソフト システムアーキテクト試験  

カスタマサービス  ＩＴサービスマネージャ試験  

ＩＴサービス 

マネジメント 
 ＩＴサービスマネージャ試験 

 

エデュケーション    

レベル３ 応用情報技術者試験  

レベル２ 基本情報技術者試験  

レベル１ ＩＴパスポート試験  
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ここから、専門学校が「目指す資格」と定義している「基本情報技術者試験」がレベル 2、

「応用情報技術者試験」がレベル 3、また「ＩＴパスポート試験」がレベル 1 であることを

考慮しても、2 年制では少なくとも「基本情報技術者試験」の内容はカリキュラムで網羅し

ていることが望ましいと思われる。 

 

達成度指標によるレベルは、当該職種と専門分野においてプロフェッショナルとして必要

な課題解決の経験と実績の度合いを７段階で表現している。レベルについて、職種と専門

分野とを横断的に捉える視点は、図 5 のようになる。 

 

 

図 5 レベルと評価の概念 
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表 2. 求められるレベルとその能力 

◆レベル７ 

 

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外にお

いて、テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベ

ル。市場全体から見ても、先進的なサービスの開拓や市場化をリード

した経験と実績を有しており、世界で通用するプレーヤとして認めら

れる。 

◆レベル６ プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、

テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。社内

だけでなく市場においても、プロフェッショナルとして経験と実績を有

しており、国内のハイエンドプレーヤとして認められる。 

◆レベル５ プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内においてテ

クノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。社内に

おいて、プロフェッショナルとして自他共に経験と実績を有しており、

企業内のハイエンドプレーヤとして認められる。 

◆レベル４ 

 

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、自らのスキルを

活用することによって、独力で業務上の課題の発見と解決をリードする

レベル。社内において、プロフェッショナルとして求められる経験の知

識化とその応用（後進育成）に貢献しており、ハイレベルのプレーヤと

して認められる。スキル開発においても自らのスキルの研鑽を継続する

ことが求められる。 

◆レベル３ 

 

要求された作業を全て独力で遂行する。スキルの専門分野確立を目指し、

プロフェッショナルとなるために必要な応用的知識・技能を有する。ス

キル開発においても自らのスキルの研鑽を継続することが求められる。 

◆レベル２ 

 

上位者の指導の下に、要求された作業を担当する。プロフェッショナル

となるために必要な基本的知識・技能を有する。スキル開発においては、

自らのキャリアパス実現に向けて積極的なスキルの研鑽が求められる。 

◆レベル１ 

 

情報技術に携わる者に最低限必要な基礎知識を有する。スキル開発にお

いては、自らのキャリアパス実現に向けて積極的なスキルの研鑽が求め

られる。 

 

また、IT スキル標準における「達成度指標」のレベル 3 までとレベル 4 以上の間には、求

められる能力に大きな格差があり、単にカリキュラムで技術を教え、資格に合格しただけ

では、このレベルの基準に達成することは非常に難しいと考えられる。 

 

これは、レベル 1～3 の「達成度指標」の記述は「チームメンバとしてプロジェクトに参画

した経験を有する」ことであって、与えられた業務の遂行に責任を負うことに重点がおか
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れ、後進の指導などプロフェッショナル人材としての責務や高度な人材能力（成功裡にプ

ロジェクトを達成する能力）は要求していない。 

 

レベル 2 は「要件を満たす」作業を「独力でできる」ことを求めている。担当する作業の

出来栄えについて責任を有することから、「実務能力」の保有が意識されているが、あくま

でも「チームメンバとして」の作業であって、指導力などのパーソナルスキルを含む総合

的な能力まで求められているわけではない。 

 

IT スキル標準のレベル 1～2 は担当作業を「指導の下に・・できる」としている。チームリ

ーダから割当てられた作業を指導されながら実施することができる能力は、問題を解決で

きる「実務能力」の発揮というよりは、当該作業に必要な「知識」を有し、それを実行で

きる「技能」を活用している段階である。なお、レベル１については、「指導の下」に「一

部の作業ができる」ことが期待されており、求められる能力の大部分は「知識」の保有に

焦点をあてて評価できる。 

 

すなわち、レベル 1～2 であれば、現在の専門学校で行っている「グループで演習を行う」

という課題において、作業を行っていれば、そのレベルに到達できると思われる。また、

レベル 3 においても、「グループで演習を行う」際に、リーダとして他のメンバーなしでも

作業ができれば、レベル 3 に該当する。 

 

しかし、これに対して、レベル 4 以上からは「チームリーダとして成功裡に達成した経験」

が求められる。 

 

このことから、今回作成したカリキュラムにおいてはカバーできなかったが、今後の拡張

として、3 年制、4 年制のカリキュラムの場合には、「独力でできる」「指導ができる」演習

等の作成を行う必要がある。このことからも、下級生への演習指導等、学校側がある程度

ITSS のレベルに求められる「内容」をカリキュラムに適用することが望ましいと考える。 

ぜひ、次年度以降、今回のシラバスをコマシラバス等に落とし込むことができれば、この

内容を入れ込みたい。 

 

今回、「IT スキル標準フレームワーク」「キャリアフレームワーク」をベースに、ITSS準拠

のカリキュラムを、既存の専門学校の実例を参考にして作成してみた。 

 

ITSSは現在職業として従事している IT技術者の技術レベルを確認するためのフレームワー

クである。エンジニアは、一定の経験とそのキャリア上に積上げる技術・知識教育によっ

て成長していくものである。現状の専門学校は、高校卒業生が入学者の大半で、学校内教
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育が中心であることから、現場ですぐに活躍できるエンジニア教育は、現実的に無理があ

る。 

今後、エンジニアとしてレベルアップしていく過程における技術教育を、専門学校が十分

担えるようになることが大きな課題であり、そのための第一歩をスタートしなければなら

ない。 

今回のカリキュラムは、社会人としてスタートする卒業生が、ITSS のフレームワークにう

まく乗せていくためのものである。この作成過程での考え方を見本にして多くの専門学校

が、自校のもっている資源を活用して、産業界と協力しながら地域にあった教育プログラ

ムを整備して、できるだけ早期に開始し、教育体制を整えてほしいと考えている。 

その成果を以って、前述の現場の技術教育を担える学校に成長することを期待する。 

同時に、入学生の大半を占める高校卒業者の教育に関しては、多くの専門学校が協力して、

卒業時点の人材育成レベルを明確にした学校教育の IT技術・知識標準を設定するべきであ

る。 

学校教育において卒業生に求める ITスキル標準ができ、ITSSと合わせた中で、積上げ式の

モデル・カリキュラム基準のフレームワーク作りに、改めて取り組みたい。 
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補足Ａ．職種の説明一覧 
ＩＴスキル標準で定義している各職種の説明を次表に示す。各職種が社会的なプロフェッショナルとして確立していくことを狙う観点から、当該職種に求められる成果と品

質について定義している。 
職種 概 要 

マーケティング 
顧客ニーズに対応するために、企業、事業、製品及びサービスの市場の動向を予測かつ分析し、事業戦略、販売戦略、実行計画、資金計画及び
販売チャネル戦略等ビジネス戦略の企画及び立案を実施する。市場分析等をつうじて立案したビジネス戦略の投資効果、新規性、顧客満足度に
責任を持つ。 

セールス 
顧客における経営方針を確認し､その実現のための課題解決策の提案､ビジネスプロセス改善支援及びソリューション、製品、サービスの提案を
実施し成約する。 
顧客との良好なリレーションを確立し顧客満足度を高める。 

コンサルタント 
知的資産、コンサルティングメソドロジを活用し、顧客の経営戦略やビジネス戦略及びＩＴ戦略策定へのカウンセリング、提言、助言の実施を
通じて、顧客のビジネス戦略やビジョンの実現、課題解決に貢献し、ＩＴ投資の経営判断を支援する。 
提言がもたらす価値や効果、顧客満足度、実現可能性等に責任を持つ。 

ＩＴアーキテクト 

ビジネス及びＩＴ上の課題を分析し、ソリューションを構成する情報システム化要件として再構成する。ハードウェア、ソフトウェア関連技術
（アプリケーション関連技術、メソドロジ）を活用し、顧客のビジネス戦略を実現するために情報システム全体の品質（整合性、一貫性等）を
保ったＩＴアーキテクチャを設計する。設計したアーキテクチャが課題に対するソリューションを構成することを確認するとともに、後続の開
発、導入が可能であることを確認する。また、ソリューションを構成するために情報システムが満たすべき基準を明らかにする。さらに実現性
に対する技術リスクについて事前に影響を評価する。 

プロジェクト 
マネジメント 

プロジェクトマネジメント関連技術、ビジネスマネジメント技術を活用し、プロジェクトの提案、立上げ、計画、実行、監視コントロール、終
結を実施し、計画された納入物、サービスと、その要求品質、コスト、納期に責任を持つ。 

ＩＴスペシャリスト ハードウェア、ソフトウェア関連の専門技術を活用し、顧客の環境に最適なシステム基盤の設計、構築、導入を実施する。 
構築したシステム基盤の非機能要件（性能、回復性、可用性など）に責任を持つ。 

アプリケーション 
スペシャリスト 

業種固有業務や汎用業務において、アプリケーション開発やパッケージ導入に関する専門技術を活用し、業務上の課題解決に係わるアプリケー
ションの設計、開発、構築、導入、テスト及び保守を実施する。構築したアプリケーションの品質（機能性、回復性、利便性等）に責任を持つ。 

ソフトウェア 
デベロップメント 

ソフトウェアエンジニアリング技術を活用し、マーケティング戦略に基づく、市場に受け入れられるソフトウェア製品の企画、仕様決定、設計、
開発を実施する。また上位レベルにおいては、ソフトウェア製品に関連したビジネス戦略の立案やコンサルテーションを実施する。開発したソ
フトウェア製品の機能性、信頼性等に責任を持つ。 

カスタマサービス 
ハードウェア、ソフトウェアに関連する専門技術を活用し、顧客の環境に最適なシステム基盤に合致したハードウェア、ソフトウェアの導入、
カスタマイズ、保守（遠隔保守含む）、修理を実施するとともに、顧客のシステム基盤管理およびサポートを実施する。またＩＴ施設インフラ
の設計、構築、導入および管理、運営を実施する。導入したハードウェア、ソフトウェアの品質（使用性、保守容易性等）に責任を持つ。 

ＩＴサービス 
マネジメント 

システム運用関連技術を活用し、サービスレベルの設計を行い顧客と合意されたサービスレベルアグリーメント（SLA）に基づき、システム運
用リスク管理の側面からシステム全体の安定稼動に責任を持つ。システム全体の安定稼動を目指し、安全性、信頼性、効率性を追及する。また
サービスレベルの維持、向上を図るためにシステム稼動情報の収集と分析を実施し、システム基盤管理も含めた運用管理を行う。 

エデュケーション 
担当分野の専門技術と研修に関連する専門技術を活用し、ユーザのスキル開発要件に合致した研修カリキュラムや研修コースのニーズの分析、
設計、開発、運営、評価を実施する。 

共通（レベル１、２） 
担当業務の技術領域に関する基本知識を活用し、上位者の指示の下、あるいは既存の作業標準やガイダンスに従い、要求された作業を実施する。
自らの担当作業に対する実施責任を持つ。 
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Ｂ．６ ＩＴスペシャリスト 

■達成度指標のレベル記述 （ビジネス貢献） 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 サイズ 

活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 必要条件数 

プロジェクトの 

要員数(ピーク

時) 

ノード数(ネットワー

ク専門分野) * 

６ 

ソリューションの設計、

開発、運用、保守 

各専門分野の設計、構築の

技術チーム責任者として、

他のＩＴスペシャリスト

をリード 

 顧客から要求された各

専門分野の要件（性能、

回復性、可用性など）

を成功裡に達成した経

験と実績 

３回以上（内１回以上はレベル

６、他はレベル５以上の複雑

性、サイズ相当） 

専門分野毎に規定 

 

２項目以上 ５０人以上 ３００ノード以上 

４項目以上 
１０人以上 

５０人未満 

１００ノード以上 

３００ノード未満 

５ 

３回以上（内１回以上はレベル

５、他はレベル４以上の複雑

性、サイズ相当） 

２項目以上 
１０人以上 

５０人未満 

１００ノード以上 

３００ノード未満 

４項目以上 １０人未満 １００ノード未満 

４ 

各専門分野の設計、構築の

技術チームリーダとして、

他のＩＴスペシャリスト

をリード 

２回以上（内１回以上はレベル

４、他はレベル３以上の複雑

性、サイズ相当） 

２項目以上 １０人未満 １００ノード未満 

３ 

各専門分野の設計、構築の

技術チームメンバとして

独力で活動 

１回以上（レベル３の複雑性、

サイズ相当） 
２項目以上 特定せず 特定せず 

注： *: ノード数はクライアント及び HUBを除く 
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■達成度指標のレベル記述 （プロフェッショナル貢献） 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 

後進の育成 その他 

活動分野 必要条件数 

６ 

専門分野毎に設定 

 

他を指導することができる高度

な専門性を保有し、業界に貢献し

ている 

□学会、委員会等プロ

フェッショナルコミュ

ニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

４項目以上 必須 － 

５ 

他を指導することができる高度

な専門性を保有し、社内に貢献し

ている 

３項目以上 必須 － 

４ 
高度な専門性を保有し、後進を指

導している 
１項目以上 必須 － 

３ 
専門性を保有し、独力で実践して

いる 
－ － － － 
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■専門分野毎 複雑性要件及び専門分野別主要テーマ （レベル３－６） 

 ビジネス貢献 プロフェッショナル貢献 

専門分野 複雑度要件 専門分野別テーマ 

プラットフォー

ム 

□システム化対象範囲、機能が広範囲でかつ複雑        □先進的で、使用実績の少ないプラットフォームを使用    

□クロスプラットフォーム間のデータベース連携を持つ  □ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□データ量が膨大で対応に高度な技術が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□プラットフォームシステム設計 

□サブシステム設計、導入  □パフォーマンス管理 

□キャパシティ管理      

□導入、移行計画の策定、実施 

□問題管理  □変更管理 □回復管理 □資源管理 

ネットワーク 

□拠点数多く、ネットワークの構造も複雑             □先進的で、使用実績の少ないネットワーク製品を使用     

□負荷分散、セキュリティ確保に高品質を要求          □ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□データ量が膨大で対応に高度な技術が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□ネットワーク設計     □ネットワーク管理 

□アベイラビリティ管理  □ネットワークセキュリティ 

□ネットワークシステム管理 

□ネットワークコンポネント管理 

□ネットワークプロトコル 

データベース 

□取り扱うデータ量が多く、データベースの構造も複雑 

□データベースやファイルの整合性確保方法や処理タイミングが複雑 

□先進的で、使用実績の少ないデータベース製品を使用     □クロスプラットフォーム間のデータベース連携を持つ  

□ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□データベース設計     □テスト計画策定、実施 

□品質評価            □パフォーマンス管理 

□キャパシティ管理    □障害対応設計 

アプリケーショ

ン共通基盤 

□技術的に複雑な要件、複数のプラットフォームや開発言語にまたがる複雑な基盤の開発 

□複雑な処理ロジック、タイミング、ファイル整合性などの特性を保持 

□高トラフィックまたはピーク集中度の高いシステムであり、高度な設計が必要 

□ミッションクリティカルなシステムであり、高品質を要求 

□短納期、または、高効率での開発を要求されるシステム 

□システム開発における、アプリケーション共通基盤の適用範囲が広い  

□先進的で、多くの実装に対応できる基盤の開発 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□開発標準の策定、導入 

□開発基盤(開発ツール，テストツール）の選定、開発、

導入 

□アプリケーションフレームワーク選定、開発、導入 

□共通ライブラリの選定、開発、導入 

□システム間連携 □トランザクション制御 

□UI 制御 □API 設計 □ログ設計 

□ユーザ認証、アクセス制御 □性能設計 

□セキュリティ設計  □可用性設計 

システム管理 

□複雑な運用方法、処理ロジック、タイミング、ファイル整合性などの特性を保持 

□サポート体制が充分でないため、有効な支援が期待できないパッケージの使用 

□古いアーキテクチャを継承している製品を使用しており、新旧のアーキテクチャが混在 

□クロスプラットフォーム間のデータベース連携を持つ    □データ量が膨大で対応に高度な技術が必要 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□システム管理メソドロジ □変更管理 

□パフォーマンス管理    □キャパシティ管理 

□問題管理         □アベイラビリティ管理 

□モニタリングツール     □サービス水準管理  

□ライブラリ管理      □構成管理 

□セキュリティ管理      □ネットワーク管理 
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セキュリティ 

□インターネットとの接続されており、外部からの脅威にさらされる危険性が大 

□複雑、高度なアクセスコントロール要求           □複雑、高度な物理的セキュリティ要求 

□高度のプライバシ要求                           □高度の機密性要求 

□セキュリティ上の脆弱性が企業に多大な損害を与えるシステム 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要 

□プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難 

□ＷＥＢアプリケーション     

□データセキュリティ 

□ネットワークセキュリティ   

□セキュリティ管理 
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Ｂ．８ ソフトウェアデベロップメント 

■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献（〇〇部は専門分野毎に次の名称が入る。専門分野「基本ソフト」⇒“基本”、「ミドルソフト」⇒“ミドル”、「応用ソフト」⇒“応用”） 

責任性 複雑性 サイズ 

活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 
必要 
条件数 

開発チームの 
規模 

６ 

〇〇ソフトウェア
に関する企画、設
計、開発、カスタマ
イズ及び技術支援
を行う 
 

製品の開発責任者として、開
発チームをリードし、開発の
全工程に対する責任を持つ。 

設定した品質（機能
性、信頼性等）の目標
を満足する〇〇ソフ
ト製品開発を 
 

３回以上（内１回以上はレベル６、
他はレベル５以上の複雑性、サイズ
相当）成功裡に達成した経験と実績
を有する。 

□全機能要件の実装、ハードウェア、ＯＳ性能の最
大限の活用（「基本ソフト」、「応用ソフト」のみ）        

□全機能要件の実装、基本ソフト性能の最大限の活
用（「ミドルソフト」のみ）            

□複数の開発拠点に分散した開発の推進 
□企業の基幹システムとして利用可能な高い運用
性、堅牢性、信頼性の実現          

□５００以上のインタフェース 

２項目 
以上 

管理する要員数がピ
ーク時１５名以上、か
つ開発期間１年以上 

５ 

３回以上（内１回以上はレベル５、
他はレベル４以上の複雑性、サイズ
相当）成功裡に達成した経験と実績
を有する。 

□全機能要件の実装、ハードウェア、ＯＳ性能の最
大限の活用（「基本ソフト」、「応用ソフト」のみ）        

□全機能要件の実装、基本ソフト性能の最大限の活
用（「ミドルソフト」のみ） 

□複数の開発拠点に分散した開発の推進 
□企業の基幹システムとして利用可能な高い運用
性、堅牢性、信頼性の実現         

□１００～５００程度のインタフェース 

２項目 
以上 

管理する要員数がピ
ーク時５名以上１５
名未満、かつ開発期間
６ヶ月以上１年未満 

４ 
製品の開発チームリーダとし
て、開発担当部分に関する責
任を持つ。 

２回以上（内１回以上はレベル４、
他はレベル３以上の複雑性、サイズ
相当）成功裡に達成した経験と実績
を有する。 

□機能要件とハードウェア、ＯＳ等の性能のバラン
スを考えた実装（「基本ソフト」、「応用ソフト」の
み）  

□機能要件と基本ソフト等の性能のバランスを考え
た実装（「ミドルソフト」のみ）                 

□単一開発拠点での開発の推進 
□高度な運用性、堅牢性、信頼性の要件                              
□１００未満のインタフェース 

２項目 
以上 

参画する要員数がピ
ーク時５名以上１５
名未満、かつ開発期間
６ヶ月未満 

３ 
製品の開発チームメンバとし
て、開発担当部分に関する責
任を持つ。 

１回以上（レベル３の複雑性、サイ
ズ相当）成功裡に達成した経験と実
績を有する。 

サイズは問わない 
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■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 

 
貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 
後進の育成 

活動分野 必要条件数 

６ 
□製品に関連するビジネス戦略の立案 

□ソフトウェア製品の企画、設計、開発、カスタマイズ及び技術支援 

□設定した出荷時期までのソフトウェア製品の品質（機能性、信頼性等）の確保 

他を指導することができる高度

な専門性を保有し、業界に貢献し

ている。 

□学会、委員会等プロフェッショ

ナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

４項目以上 必須 

５ 

他を指導することができる高度

な専門性を保有し、社内に貢献し

ている。 

３項目以上 必須 

４ 
□ソフトウェア製品の設計、開発、カスタマイズ及び技術支援 

□設定した出荷時期までのソフトウェア製品の品質（機能性、信頼性等）の確保 

高度な専門性を保有し、後進を指

導している。 
１項目以上 必須 

３ 

□ソフトウェア製品の開発、カスタマイズ及び技術支援 

□設定した出荷時期までの完成 

□出荷基準を満たす品質（機能性、信頼性等）の確保 

専門性を保有し、独力で実践して

いる。 
－ － － 
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Ｂ．９ カスタマサービス 

■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「ハードウェア」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 

必要 

条件数 

６ 

開発および運用、

保守の局面におけ

る 

カスタマサービス責任者とし

て顧客への安定したサービス

提供の責任を有するとともに

チーム全体をリードする 

社内外の各部門や顧客と連

携を取りカスタマサービス

マネジメントの活動 

３年以上（レベル６の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を有する 

□クロスプラットフォームで稼動

するシステム 

 

□マルチベンダシステム環境 

 

□先進的で、全く新しい或いは使

用実績の少ないテクノロジを使

用 

 

□ミッションクリティカルなシス

テム 

 

□２４時間３６５日の連続稼動が

要求され、変更、保守、障害回

復に専門性が必要 

 

□全国規模のシステム(ネットワ

ーク、分散拠点) 

２項目 

以上 

全国または海外に展開している大規模

ユーザ、社会インフラ関連の特定業界又

はそれらに相当するユーザを担当 

４項目 

以上 

広域地域全体、特定業界のユーザ全体又

はそれらに相当するユーザを担当 

５ 

ハードウェアサービス責任者

又はカスタマサービス責任者

としてチーム全体をリードす

る 

社内外の各部門と連携を取

り、ハードウェア導入、障

害修理、ハードウェア予防

保守、カスタマサービスマ

ネジメントの活動 

３年以上（レベル５の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を有する 

２項目 

以上 

広域地域全体、特定業界のユーザ全体又

はそれらに相当するユーザを担当 

４項目 

以上 

広域地域、特定業界の一部のユーザ又は

それらに相当するユーザを担当 

４ 

ハードウェアサービスチーム

リーダ又はカスタマサービス

チームリーダとして、チーム

メンバをリードする 

社内外の各部門と連携を取

り、ハードウェア導入、障

害修理、ハードウェア予防

保守、カスタマサービスマ

ネジメントの活動 

２年以上（レベル４の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を有する 

２項目 

以上 

広域地域、特定業界の一部のユーザ又は

それらに相当するユーザを担当 

４項目 

以上 
特定ユーザを担当 

３ － 

ハードウェアサービスチー

ムメンバ又はカスタマサー

ビスチームメンバとして、

担当する領域の実施責任を

持つ 

上司や管理者の指示・指導

に従って、ハードウェア導

入、障害修理、ハードウェ

ア予防保守、カスタマサー

ビスマネジメントの活動 

１年以上（レベル３の複雑性、

サイズ相当）実施した経験と実

績を有する 

２項目 

以上 
特定せず。 
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■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「ソフトウェア」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 

必要 

条件数 

６ 

開発および運用、

保守の局面におけ

る 

カスタマサービス責任者とし

て顧客への安定したサービス

提供の責任を有するとともに

チーム全体をリードする 

社内外の各部門や顧客と連

携を取りカスタマサービス

マネジメントの活動 

３年以上（レベル６の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を 

有する 

□クロスプラットフォームで稼動するシス

テム 

 

□マルチベンダシステム環境 

 

□先進的で、全く新しい或いは使用実績の少

ないテクノロジを使用 

 

□ミッションクリティカルなシステム 

 

□２４時間３６５日の連続稼動が要求され、

変更、保守、障害回復に専門性が必要 

 

□全国規模のシステム(ネットワーク、分散

拠点) 

２項目 

以上 

全国または海外に展開してい

る大規模ユーザ、社会インフラ

関連の特定業界又はそれらに

相当するユーザを担当 

４項目 

以上 

広域地域全体、特定業界のユー

ザ全体又はそれらに相当する

ユーザを担当 

５ 

ソフトウェアサービス責任者

又はカスタマサービス責任者

としてチーム全体をリードす

る 

社内外の各部門と連携を取

り、ソフトウェア導入・配

信、一次対応／二次対応、

ソフトウェア予防保守、カ

スタマサービスマネジメン

トの活動 

３年以上（レベル５の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を有する 

２項目 

以上 

広域地域全体、特定業界のユー

ザ全体又はそれらに相当する

ユーザを担当 

４項目 

以上 

広域地域、特定業界の一部のユ

ーザ又はそれらに相当するユ

ーザを担当 

４ 

ソフトウェアサービスチーム

リーダ又はカスタマサービス

チームリーダとして、チーム

メンバをリードする 

社内外の各部門と連携を取

り、ソフトウェア導入・配

信、一次対応／二次対応、

ソフトウェア予防保守、カ

スマサービスマネジメント

の活動 

２年以上（レベル４の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した

経験と実績を有する 

２項目 

以上 

広域地域、特定業界の一部のユ

ーザ又はそれらに相当するユ

ーザを担当 

４項目 

以上 
特定ユーザを担当 

３ － 

ソフトウェアサービスチー

ムメンバ又は、カスタマサ

ービスチームメンバとし

て、担当する領域の実施責

任を持ち 

上司や管理者の指示・指導

に従って、ソフトウェア導

入・配信、一次対応／二次

対応、ソフトウェア予防保

守、カスタマサービスマネ

ジメントの活動 

１年以上（レベル３の複雑性、

サイズ相当）実施した経験と実

績を有する 

２項目 

以上 
特定せず 
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■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「ハードウェア」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 

後進の育成 

活動分野 必要条件数 

６ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□システム保守管理、カスタマサービスマネジメントに関する改善提案 

□サービスチーム全体の要員計画管理、収益性管理 

□顧客満足度の向上 

□サービスレベル管理 

□システムの安定稼動  □顧客からの感謝状 

他を指導することができる高

度な専門性を保有し、業界に

貢献している 

□学会、委員会等プロフェッショ

ナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

４項目以上 必須 

５ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□システム保守管理、ハードウェア導入、障害修理、ハードウェア予防保守、カスタマサー

ビスマネジメントに関する改善提案 

□サービスチーム全体の要員計画管理、収益性管理 

□顧客満足度の向上 

□サービスレベル管理 

□システムの安定稼動 

他を指導することができる高

度な専門性を保有し、社内に

貢献している。 

３項目以上 必須 

４ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□システム保守管理、ハードウェア導入、障害修理、ハードウェア予防保守、カスタマサー

ビスマネジメントに関する改善提案 

□担当チームにおける収益性管理 

□顧客満足度の獲得 

□サービスレベル管理 

高度な専門性を保有し、後進

を指導している。 
１項目以上 必須 

３ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□システム保守管理、ハードウェア導入、障害修理、ハードウェア予防保守、カスタマサー

ビスマネジメントに関する改善提案 

□顧客信頼の獲得 

□サービスレベル管理 

専門性を保有し、独力で実践

している。 
－ － － 
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■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「ソフトウェア」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 

後進の育成 

活動分野 必要条件数 

６ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□システム保守管理、カスタマサービスマネジメントに関する改善提案 

□サービスチーム全体の要員計画管理、収益性管理 

□顧客満足度の向上 

□サービスレベル管理 

□システムの安定稼動  □顧客からの感謝状 

他を指導することができる高

度な専門性を保有し、業界に

貢献している 

□学会、委員会等プロフェッショ

ナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

４項目以上 必須 

５ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□ソフトウェア技術、ソフトウェアの導入・配信、一次対応／二次対応、ソフトウェア予防

保守、に関する改善提案 

□サービスチーム全体の要員計画管理、収益性管理       

□顧客満足度の向上 

□サービスレベル管理 

□システムの安定稼動 

他を指導することができる高

度な専門性を保有し、社内に

貢献している。 

３項目以上 必須 

４ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□ソフトウェア技術、ソフトウェアの導入・配信、一次対応／二次対応、ソフトウェア予防

保守、に関する改善提案  

□担当チームにおける収益性管理 

□顧客満足度の獲得 

□サービスレベル管理    

高度な専門性を保有し、後進

を指導している。 
１項目以上 必須 

３ 

□ＩＴ主要コンポネント全般 

□ソフトウェア技術、ソフトウェアの導入・配信、一次対応／二次対応、ソフトウェア予防

保守、に関する改善提案  

□顧客信頼の獲得 

□サービスレベル管理     

専門性を保有し、独力で実践

している。 
－ － － 
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Ｂ．10 ＩＴサービスマネジメント 

■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「運用管理」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績 複雑性要件 

必要 

条件数 

７ 
ＩＴサービスマネ
ジメントの計画、実
施の局面において、 

顧客に対してＩＴサービス
マネジメント全体の責任者
として安定稼動の責任を有
するとともに IT サービスマ
ネジメントチームをリード
する。 

サービスレベルアグリー
メントに基づき、ＩＴサー
ビスマネジメントにおけ
る顧客満足度、安全性、信
頼性、効率性を保証しつ
つ、 

最適コストでのサービス提供
を３年以上（レベル７以上の
複雑性、サイズ相当）成功裡
に継続した経験と実績を有す
る。 

□国際的な運用管理（文化的、社会的並び
に、国際的、政治的に厳しい環境） 

□世界的にも先進的な運用管理  
□高度な運用要件(パフォーマンス要件、
セキュリティ要件、技術的要件、稼働運
用要件) 

□高度な基盤要件（マルチプラットフォー
ム、マルチベンダ、全体最適） 

□高度なシステムリスク（機密性、万全性、
可用性に関し社会に影響を与える情報
システム） 

□体制（複雑な協業関係、複数の関係部門） 
□複雑な契約条件または完了条件 

３項目以上 
管理する要員数が２５０人以
上または年間契約金額２５億
円以上 

５項目以上 

管理する要員数が１５０人以
上２５０人未満または年間契
約金額１５億円以上２５億円
未満 

６ 
ＩＴサービスマネ
ジメントの計画、実
施の局面において、 

顧客に対してＩＴサービス
マネジメントの責任者とし
て安定稼動の責任を有する
とともにＩＴサービスマネ
ジメントチームをリードす
る。 

サービスレベルアグリー
メントに基づき、ＩＴサー
ビスマネジメントにおけ
る顧客満足度、安全性、信
頼性、効率性を保証しつ
つ、 

最適コストでのサービス提供
を３年以上（レベル６以上の
複雑性、サイズ相当）成功裡
に継続した経験と実績を有す
る。 

２項目以上 
管理する要員数が１５０人以
上または年間契約金額１５億
円以上 

４項目以上 

管理する要員数が７５人以上
１５０人未満または年間契約
金額７．５億円以上１５億円
未満 

５ 
ＩＴサービスマネ
ジメントの計画、実
施の局面において、 

ＩＴサービスマネジメント
の責任者として安定稼動の
責任を有するとともにＩＴ
サービスマネジメントチー
ムをリードする。 

サービスレベルアグリー
メントに基づき、運用管理
における顧客満足度、安全
性、信頼性、効率性を保証
しつつ、 

最適コストでのサービス提供
を３年以上（レベル５以上の
複雑性、サイズ相当）成功裡
に達成した経験と実績を有す
る。 □高度な運用要件(パフォーマンス要件、

セキュリティ要件、技術的要件、稼働運
用要件) 

□高度な基盤要件（マルチプラットフォー
ム、マルチベンダ、全体最適） 

□高度なシステムリスク（機密性、万全性、
可用性に関し、社会に影響を与える情報
システム） 

□体制（複雑な協業関係、複数の関係部門） 
□複雑な契約条件または完了条件 

２項目以上 
管理する要員数が７５人以上
または年間契約金額７．５億
円以上 

４項目以上 

管理する要員数が３５人以上
７５人未満または年間契約金
額３．５億円以上７．５億円
未満 

４ 
ＩＴサービスマネ
ジメントの計画、実
施の局面において、 

運用管理チームのリーダと
してメンバをリードする。 

サービスレベルアグリー
メントに基づき、運用管理
における顧客満足度、安全
性、信頼性、効率性を保証
しつつ、 

最適コストでのサービス提供
を２年以上（レベル４以上の
複雑性、サイズ相当）成功裡
に達成した経験と実績を有す
る。 

２項目以上 
管理する要員数が３５人以上
または年間契約金額３．５億
円以上 

４項目以上 

管理する要員数が１５人以上
３５人未満または年間契約金
額１．５億円以上３．５億円
未満 

３ 
ＩＴサービスマネ
ジメントの計画、実
施の局面において、 

運用管理チームのメンバと
して、 

指定された管理体制と管
理手順書等に従い 

運用管理業務を１年以上（レ
ベル３以上の複雑性、サイズ
相当）継続した経験と実績を
有する。 

２項目以上 特定せず 
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■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「システム管理」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績 複雑性要件 

必要 

条件数 

６ 

ＩＴサービスマ

ネジメントの計

画、実施の局面に

おいて、 

システム管理チー

ムの責任者として

メンバをリードす

る。 

ＳＬＡで合意されたサービスレベルを実現するための、共通運用基盤

の設計と構築、および IT 基盤に関するシステム受入基準の作成と受

入評価の経験を有する。さらに障害対応、構成変更、および稼動分析

を含む共通運用基盤の維持管理を３年以上（レベル６以上の複雑性、

サイズ相当）成功裡に実施した経験と実績を有する。 

□高度なシステム運用要件(パフォ

ーマンス要件、セキュリティ要件、

技術的要件、稼働運用要件) 

□複雑な運用システム（マルチプラ

ットフォーム、マルチベンダ、高

可用性） 

□高度なアプリケーション要件(パ

フォーマンス、障害対策、セキュ

リティ、運用および保守） 

□体制（複雑な協業関係、複数の関

係部門） 

□複雑な契約条件または完了条件 

２項目以上 
管理する要員数が１５０人以上また

は年間契約金額１５億円以上 

４項目以上 

管理する要員数が７５人以上１５０

人未満または年間契約金額７．５億

円以上１５億円未満 

５ 

ＩＴサービスマ

ネジメントの計

画、実施の局面に

おいて、 

責任者としてシス

テム管理チームを

リードする。 

ＳＬＡで合意されたサービスレベルを実現するための、共通運用基盤

の設計と構築、および IT 基盤に関するシステム受入基準の作成と受

入評価の経験を有する。さらに障害対応、構成変更、および稼動分析

を含む共通運用基盤の維持管理を３年以上（レベル５以上の複雑性、

サイズ相当）成功裡に実施した経験と実績を有する。 

２項目以上 

管理する要員数が７５人以上１５０

人未満または年間契約金額７．５億

円以上１５億円未満 

４項目以上 

管理する要員数が３５人以上７５人

未満または年間契約金額３．５億円

以上７．５億円未満 

４ 

ＩＴサービスマ

ネジメントの計

画、実施の局面に

おいて、 

システム管理チー

ムのリーダとして

メンバをリードす

る。 

ＳＬＡで合意されたサービスレベルを実現するための、共通運用基盤

の設計と構築、および IT 基盤に関するシステム受入基準の作成と受

入評価の経験を有する。さらに障害対応、構成変更、および稼動分析

を含む共通運用基盤の維持管理を２年以上（レベル４以上の複雑性、

サイズ相当）成功裡に実施した経験と実績を有する。 

２項目以上 

管理する要員数が３５人以上７５人

未満または年間契約金額３．５億円

以上７．５億円未満 

４項目以上 

管理する要員数が１５人以上３５人

未満または年間契約金額１．５億円

以上３．５億円未満 

３ 

ＩＴサービスマ

ネジメントの実

施の局面におい

て、 

システム管理チー

ムのメンバとし

て、 

指定された管理体制と管理手順書等

に従い 

システム管理業務を１年以上

（レベル３以上の複雑性、サイ

ズ相当）継続した経験と実績を

有する。 

２項目以上 特定せず 
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■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「オペレーション」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 

必要 

条件数 

４ 

システム運

用の局面に

おいて、 

オペレーションチーム

のリーダとしてメンバ

をリードする。 

オペレーション業務における

安全性、効率性を向上させる

べく、作業改善・提案を推進

する｡ 

ステークホルダの満足度を維持しつつ、

非計画作業を含めたオペレーション業

務を２年以上（レベル４以上の複雑性、

サイズ相当）成功裡に遂行した経験と実

績を有する｡ 

□複雑な運用システム（マルチプラット

フォーム、マルチベンダ、システム

リンク、システム数、作業手順の種

類、高可用性） 

□高度な業務要件（パフォーマンス、障

害対策、セキュリティ、データリン

ク、業務種類、運用及び保守） 

□体制（複雑な協業関係、複数の関係部

門） 

□複雑な契約条件または完了条件 

２項目以上 
管理する要員数が３０人以上、ま

たは年間契約金額３億円以上 

４項目以上 

管理する要員数が１５人以上３

０人未満、または年間契約金額

１．５億円以上３億円未満 

３ 

オペレーションチーム

のメンバとしてＩＴシ

ステムのオペレーショ

ン業務を実施する。 

オペレーション業務における

安全性、効率性を向上させる

べく、作業改善・提案を推進

する。 

非計画作業を含めたオペレーション業

務を１年以上（レベル３以上の複雑性、

サイズ相当）成功裡に達成した経験と実

績を有する｡ 

２項目以上 特定せず 
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■達成度指標のレベル記述の違い（ビジネス貢献） 専門分野「サービスデスク」 

レ
ベ
ル 

ビジネス貢献 

責任性 複雑性 

サイズ 
活動局面 役割・責任範囲 品質条件 実績回数 複雑性要件 

必要 

条件数 

４ 

サービス

デスク業

務の計画

と実施に

おいて、 

サービスデスク

チームのリーダ

としてメンバを

リードする。 

顧客と合意した

サービスレベル

を管理し、サー

ビスデスクにお

ける顧客満足

度、効率性を維

持しつつ、 

サービス提供を２年以

上（レベル４以上の複雑

性、サイズ相当）成功裡

に達成した経験と実績

を有する。 

□サポート対象システムの複雑性(マルチプラットフォー

ム、マルチベンダ、高いパフォーマンス要件、高度なセ

キュリティ要件、高度な技術的要件等) 

□ネットワーク要件の複雑性（マルチプロトコル、高いパ

フォーマンス要件、高度なセキュリティ要件、高度な技

術的要件等） 

□アプリケーション要件の複雑性（高いパフォーマンス要

件、高度なセキュリティ要件、高度な技術的要件等） 

□体制（複雑な協業関係、複数の関係部門） 

□複雑な契約条件または完了条件 

２項目以上 

管理するピーク時の要員数が２０人以上または

年間サービスデスク契約金額が１億円以上 

または対応するユーザ数が年間３千人以上 

３ 
サービスデスク

のメンバとして 

サービス提供を２年以

上（レベル３以上の複雑

性、サイズ相当）成功裡

に達成した経験と実績

を有する。 

２項目以上 特定せず 
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■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「運用管理」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 
貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 
後進の育成 

運用管理 活動分野 必要条件数 

７ 

□サービスレベル管理 

□リスクに関する予防措置 

□サービスの安定提供 

□関連各部署とのネゴシエーション 

□運用ガイドラインの策定 

他を指導することができる高度な専門性を保有し、業界をリードしてい

る □学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

 

５項目以上 必須 

６ 他を指導することができる高度な専門性を保有し、業界に貢献している ４項目以上 必須 

５ 他を指導することができる高度な専門性を保有し、社内に貢献している ３項目以上 必須 

４ 高度な専門性を保有し、後進を指導している １項目以上 必須 

３ 専門性を保有し、独力で実践している － － 

 

■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「システム管理」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 
貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 
後進の育成 

システム管理 活動分野 必要条件数 

６ 

□ＩＴサービスマネジメント業務管

理 

□アプリケーション管理 

□システムプラットフォーム管理 

□データベース管理 

□ネットワーク管理 

□セキュリティ 

他を指導することができる高度な専門性を保有し、業界に貢献している 
□学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

４項目以上 必須 

５ 他を指導することができる高度な専門性を保有し、社内に貢献している ３項目以上 必須 

４ 高度な専門性を保有し、後進を指導している １項目以上 必須 

３ 専門性を保有し、独力で実践している － － － 
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■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「オペレーション」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 
貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 
後進の育成 

オペレーション 活動分野 必要条件数 

４ 

□ソフトウェア（ＯＳ、ミドルウェア、データベース、ツール類） 

□ハードウェア（種別、ＣＰＵ、周辺機器、ネットワーク） 

□業務知識（業界動向、個別業務、特定業務、顧客業務） 

□各種管理業務（パフォーマンス、障害、セキュリティ、資源等） 

高度な専門性を保有し、後進を指導してい

る 

□学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

１項目以上 必須 

３ 専門性を保有し、独力で実践している － － － 

 

 

■達成度指標のレベル記述の違い（プロフェッショナル貢献） 専門分野「サービスデスク」 

レ
ベ
ル 

プロフェッショナル貢献 

専門分野別主要テーマ 
貢献度合い 

技術の継承に対する実績度 
後進の育成 

サービスデスク 活動分野 必要条件数 

４ 

□マネジメント（顧客サポート、ストレスマネジメント、人的資源

管理、チーム育成） 

□顧客満足度の獲得 

□テクノロジ（サポートセンタのインフラ、ＣＴＩ（コンピュータ

テレフォニインテグレーション）、他） 

□運用管理（サービスレベル管理、インシデント管理、問題管理、

変更管理、ナレッジマネジメント、他） 

高度な専門性を保有し、後進を指導してい

る 

□学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動 

□著書 

□社外論文掲載 

□社内論文掲載 

□社外講師 

□社内講師 

□特許出願 

１項目以上 必須 

３ 専門性を保有し、独力で実践している － － － 
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人材像/職種/役割:ITスペシャリスト 

専門分野/企業タイプ:ネットワーク 
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ITSS準拠カリキュラム  

人材像/職種/役割:IT スペシャリスト 専門分野/企業タイプ:ネットワーク  

 

シラバス 

 

科目番号 科目名 時間数 

A ベーシックⅠ 150 

B ベーシックⅡ 150 

C ネットワーク 330 

D データベース 60 

E サーバ 90 

F セキュリティ 120 
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シラバス（ベーシックⅠ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

A-001 日本語の読解能力開発 30 

A-002 PCリテラシ 30 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ（ビジネスリテラシ/企業リテラシ） 90 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

A-001 日本語の読解能力開発 オリジナル 

A-002 PCリテラシ 

・実践コンピューターリテラシー入門 実教出版 ￥1,995- 

・30時間アカデミック 情報活用 Excel2010 実教出版 

\1,300- 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ コンピュータシステムの基礎 第 15版 アイテック ￥4,200- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

日本語の読解能力開発 

世代間の違いを利用したグループワークによるアクティブラーニングを中心に、前期

はジェネリックスキルの基盤となるリテラシ能力やコミュニケーション能力を養成

し、後期はＩＴクリエータに必要な視点や問題解決能力等のスキルを身に付けること

を学習する。 

PCリテラシ 

ワープロ・表計算・プレゼンテーションなど、Microsoft Office ソフトウェアでビ

ジネス文書を効率良く作成する方法、特に共同でドキュメントを作成する方法等を学

習する。 

コンピュータ概論/ストラテジ 
コンピュータや IT 技術全般の技術概要を把握することを目的とした入門科目。基本

情報技術者試験の午前中の内容レベルの内容を学習する。 
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シラバス（ベーシックⅡ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

B-001 ネットワーク(Ⅰ) 60 

B-002 データベース 30 

B-003 サーバ 30 

B-004 プログラム 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

B-001 ネットワーク(Ⅰ) 

NTTコミュニケーションズ インターネット検定 .com Master 

★2012公式テキスト エヌティティ出版 \2,940- 

情報セキュリティ読本 四訂版 ―IT 時代の危機管理入門― 

実教出版 \525- 

マスタリング TCP/IP 入門編 第 5版 オーム社 \2,310- 

B-002 データベース 
基本情報技術者テキスト No.5 

データベース技術 増進堂 ￥2,205- 

B-003 サーバ 
新 Linux/UNIX入門 第 3版 ソフトバンククリエイティブ 

\3,990- 

B-004 プログラム 
基本情報技術者試験 図解でわかるアルゴリズムの基本と仕

組み 秀和システム \1,575- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

ネットワーク(Ⅰ) 

インターネットを利用するためのマナーやセキュリティ設定を通じてインターネッ

トの危険性や対処法を、Windowsやインターネットアプリケーションの設定について

の知識を、実習を通じて学習する。 

ネットワークにおける各種セキュリティ技術の基礎（インターネット上の脅威や攻撃

手法、暗号化の仕組みなど）のセキュリティ全般に関して学習する。 

インターネットのプロトコルである TCP/IP について学習する。IP、TCP など、各プ

ロトコルの基本機能を学ぶ。 

データベース 
データベースの種類、概念、基本モデル、設計手法など、また、データとモデルの関

係、RDBMSの特長などを学習する。 

サーバ 

OSを理解することを目的としている入門家庭で、Linuxにより、コマンド入力による

各種操作を通じ、ユーザレベルで UNIXの機能を体系的に学習する。LPI101/102資格

の内容を基本に進める。 

プログラム 

プログラミングに必要な問題解決のための処理手順、流れであるアルゴリズムとその

処理対象であるデータの構造について学習し、プログラミングのための基礎知識を身

につける。 
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シラバス（ネットワーク） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

C-001 TCP/IP 45 

C-002 無線 LAN構築 15 

C-003 ネットワーク(Ⅱ) 90 

C-004 Cisco (Ⅰ) ルータ 60 

C-005 Cisco (Ⅱ) スイッチ 60 

C-006 Cisco CCENT/CCNA（ICND1) 60 

 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

C-001 TCP/IP 
・マスタリング TCP/IP 入門編 第 5版 オーム社 \2,310- 

・マスタリング TCP/IP 応用編 オーム社 \3,990- 

C-002 無線 LAN構築 Wi-Fi使いこなしガイド 三才ブックス￥1,050- 

C-003 ネットワーク(Ⅱ) 
徹底攻略 ネットワークスペシャリスト 教科書 平成 25年度 

ンプレスジャパン ￥3,024- 

C-004 Cisco (Ⅰ) ルータ Cisco ネットワーク構築教科書[設定編] インプレスジャパン 

￥4,410- C-005 Cisco (Ⅱ) スイッチ 

C-006 Cisco CCENT/CCNA（ICND1) 
徹底攻略  Cisco CCENT/CCNA Routing & Switching 教科書 

ICND1編 インプレスジャパン ￥3,990- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 
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●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

TCP/IP 

 

・インターネットのプロトコルである TCP/IP について学習する。各種プロトコ

ルの詳細、NGN対応の VoIPやモバイル、IPv6の基礎等、各種インターネットサ

ービスの詳細やセキュリティ、使用例について学ぶ。 

・インターネットのプロトコルである TCP/IPについて学習する。IP、TCPなど、

各プロトコルの基本機能を学ぶ。 

無線 LAN構築 
無線 LANの規格からアクセスポイントの設定や、アクセスポイントの設定変更に

よるネットワークへの影響確認を学習する。 

ネットワーク(Ⅱ) 

ネットワークスペシャリスト試験のテキストを使用して、ネットワークのネット

ワークインタフェース層、インターネット層、トランスポート層、アプリケーシ

ョン層、セキュリティ、ネットワーク設計、運用管理、仮想化・ストレージにつ

いて学習する。 

Cisco (Ⅰ) ルータ 

Cisco のルータを使用し、「コマンドラインのモードの考え方」や「初期設定時

のネットワーク機器との物理的な接続方法」などの基本から説明し、ルータの技

術・考え方、ネットワーク構成例、設定の概要、設定の詳細いについて学習する。 

Cisco (Ⅱ) スイッチ 

Cisco のスイッチを使用し、「コマンドラインのモードの考え方」や「初期設定

時のネットワーク機器との物理的な接続方法」などの基本から説明し、ルータの

技術・考え方、ネットワーク構成例、設定の概要、設定の詳細について学習する。 

Cisco CCENT/CCNA（ICND1) 
Cisco の Catalyst スイッチの導入、Cisco ルータの導入等、CCENT/CCNA 資格の

基となる ICND1を取得できるよう学習する。 

セキュリティ 

情報セキュリティスペシャリスト試験のテキストを使用して、情報セキュリティ

の基礎から、脆弱性、セキュリティ対策技術の侵入検知・防御、認証、暗号、対

策、法制度について学習する。 
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シラバス（データベース） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

D-001 SQL 30 

D-002 RDBMS 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

D-001 SQL SQL ゼロからはじめるデータベース操作 翔泳社 ￥1,880- 

D-002 RDBMS 
My SQLデータベース構築バイブル 

毎日コミュニケーションズ \4,830- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

SQL SQLの各種構文について学習する。 

RDBMS 
MySQLの各種データべースオブジェクトについて、それぞれの役割、作成方法、利用

方法について学習する。 
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シラバス（サーバ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

E-001 Linux 管理 30 

E-002 Linux サーバ構築 30 

E-003 Windows Server 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

E-001 Linux 管理 Linux教科書 LPICレベル 2 第 4版 翔泳社 ￥3,990- 

E-002 Linux サーバ構築 
プロのための Linuxシステム構築・運用技術 技術評論社 

￥3,024- 

E-003 Windows Server 
・Windows Server 2012テクノロジ入門 新世代 OSの新機能・

機能強化のすべて 日経 BP社 \4,935- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

Linux 管理 
Linux基礎に続く科目で、Linuxを使用し、管理者として UNIXシステムの構築、管理、

運用方法を学ぶ。LPI101/102、201/202資格の内容を基本に進める。 

Linux サーバ構築 

Linux管理と平行し、各種サーバの構築・運用・管理法を、実習を交えながら学習す

る。実習では、サーバ管理コマンドの使用法、WWW サーバ、FTP サーバ、DNS サーバ

等の設定を行う。LPI201/202資格の内容を基本に進める。 

Windows Server 

Windows Server 2012をサーバ、Windows 8をクライアントとして、ドメイン コント

ローラを構築し、グループポリシーの設定を確認する。また、、DNS、DHCP サーバの

動作・環境を構築する。強化された仮想化の設定により、仮想化環境の構築、動作を

学習する。 

●カリキュラム内容  
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シラバス（セキュリティ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

F-001 セキュリティ(Ⅰ) 60 

F-002 セキュリティ(Ⅱ) 60 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

F-001 セキュリティ(Ⅰ) 情報処理教科書 情報セキュリティスペシャリスト 翔泳社 

￥3,024- F-002 セキュリティ(Ⅱ) 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

セキュリティ(Ⅰ) 情報セキュリティスペシャリスト試験のテキストを使用して、情報セキュリティの基

礎から、脆弱性、対策、法制度について学習する。 

セキュリティ(Ⅱ) 情報セキュリティスペシャリスト試験のテキストを使用して、セキュリティ対策技術

の侵入検知・防御、認証、暗号について学習する。 
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人材像/職種/役割:ITスペシャリスト 

専門分野/企業タイプ:データベース 
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ITSS 準拠カリキュラム 

人材像/職種/役割:IT スペシャリスト 専門分野/企業タイプ:データベース 

 

シラバス 

科目番号 

 

科目名 

 

時間数 

 

A ベーシックⅠ 150 

B ベーシックⅡ 150 

C データベース 300 

D サーバ 90 

E プログラム 210 
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シラバス（ベーシックⅠ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

A-001 日本語の読解能力開発 30 

A-002 PCリテラシ 30 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ（ビジネスリテラシ/企業リテラシ） 90 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

A-001 日本語の読解能力開発 オリジナル 

A-002 PCリテラシ 

・実践コンピューターリテラシー入門 実教出版 ￥1,995- 

・30時間アカデミック 情報活用 Excel2010 実教出版 

\1,300- 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ コンピュータシステムの基礎 第 15版 アイテック ￥4,200- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

日本語の読解能力開発 

世代間の違いを利用したグループワークによるアクティブラーニングを中心に、前期

はジェネリックスキルの基盤となるリテラシ能力やコミュニケーション能力を養成

し、後期はＩＴクリエータに必要な視点や問題解決能力等のスキルを身に付けること

を学習する。 

PCリテラシ 

ワープロ・表計算・プレゼンテーションなど、Microsoft Office ソフトウェアでビ

ジネス文書を効率良く作成する方法、特に共同でドキュメントを作成する方法等を学

習する。 

コンピュータ概論/ストラテジ 
コンピュータや IT 技術全般の技術概要を把握することを目的とした入門科目。基本

情報技術者試験の午前中の内容レベルの内容を学習する。 
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シラバス（ベーシックⅡ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

B-001 ネットワーク 60 

B-002 データベース 30 

B-003 サーバ 30 

B-004 プログラム 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

B-001 ネットワーク 

NTTコミュニケーションズ インターネット検定 .com Master 

★2012公式テキスト エヌティティ出版 \2,940- 

情報セキュリティ読本 四訂版 ―IT 時代の危機管理入門― 

実教出版 \525- 

マスタリング TCP/IP 入門編 第 5版 オーム社 \2,310- 

B-002 データベース 
基本情報技術者テキスト No.5 

データベース技術 増進堂 ￥2,205- 

B-003 サーバ 
新 Linux/UNIX入門 第 3版 ソフトバンククリエイティブ 

\3,990- 

B-004 プログラム 
基本情報技術者試験 図解でわかるアルゴリズムの基本と仕

組み 秀和システム \1,575- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

ネットワーク 

インターネットを利用するためのマナーやセキュリティ設定を通じてインターネッ

トの危険性や対処法を、Windowsやインターネットアプリケーションの設定について

の知識を、実習を通じて学習する。 

ネットワークにおける各種セキュリティ技術の基礎（インターネット上の脅威や攻撃

手法、暗号化の仕組みなど）のセキュリティ全般に関して学習する。 

インターネットのプロトコルである TCP/IP について学習する。IP、TCP など、各プ

ロトコルの基本機能を学ぶ。 

データベース 
データベースの種類、概念、基本モデル、設計手法など、また、データとモデルの関

係、RDBMSの特長などを学習する。 

サーバ 

OSを理解することを目的としている入門家庭で、Linuxにより、コマンド入力による

各種操作を通じ、ユーザレベルで UNIXの機能を体系的に学習する。LPI101/102資格

の内容を基本に進める。 

プログラム 

プログラミングに必要な問題解決のための処理手順、流れであるアルゴリズムとその

処理対象であるデータの構造について学習し、プログラミングのための基礎知識を身

につける。 

 



57 

 

シラバス（データベース） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

C-001 データベース（Ⅰ） 45 

C-002 データベース（Ⅱ） 60 

C-003 SQL 30 

C-004 RDBMS 30 

C-005 オラクル(Ⅰ) 45 

C-006 オラクル(Ⅱ) 60 

C-007 Microsoft SQL サーバ 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

C-001 データベース（Ⅰ） 徹底攻略 データベーススペシャリスト教科書 インプレスジ

ャパン ￥2,919- C-002 データベース（Ⅱ） 

C-003 SQL SQL ゼロからはじめるデータベース操作 翔泳社 ￥1,880- 

C-004 RDBMS 
My SQLデータベース構築バイブル 

毎日コミュニケーションズ \4,830- 

C-005 オラクル(Ⅰ) 

ORACLE MASTER Bronze［Bronze DBA11g］（試験番号：1Z0-018）

完全詳解＋精選問題集  ソフトバンククリエイティブ 

￥3,780- 

C-006 オラクル(Ⅱ) 

ORACLE MASTER Silver［Silver DBA11g］（試験番号：1Z0-052）

完全詳解＋精選問題集  ソフトバンククリエイティブ 

￥4,179- 

C-007 Microsoft SQL サーバ 
徹底攻略 データベーススペシャリスト教科書 秀和システム 

￥3,360- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 
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●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

データベース（Ⅰ） 
データベーススペシャリスト試験のテキストを使用して、データベース、データベー

ス基礎理論、データベース設計、概念データモデルについて学習する。 

データベース（Ⅱ） 
データベーススペシャリスト試験のテキストを使用して、SQL、DBMS、論理設計・物

理設計、その他のデータベースについて学習する。 

SQL 
標準 SQLをベースに、各種データベース(Oracle、SQL Server、DB2、PostgreSQL、MySQL)

での違いや、初心者がハマりやすいポイント、基礎ノウハウについても学習する。 

RDBMS 

MySQLの各種データべースオブジェクトについて、それぞれの役割、作成方法、利用

方法、アーキテクチャを踏まえた上で、インスタンスの管理、バックアップ、リカバ

リの実行等、データベースの構築、管理方法、パーフォーマンスチューニングについ

て学習する。 

オラクル(Ⅰ) 
Oracle のインストールからデータベースの管理、運用管理までの Oracle Master 

Bronze試験に出題される内容について学習する。 

オラクル(Ⅱ) 
Oracle Master Silver試験に出題される Oracleデータベースのアーキテクチャから

データベースのメンテナンス、パフォーマンスの内容について学習する。 

Microsoft SQLサーバ SQL Server 2012によるデータベースシステムの構築と管理を基礎から学習する。 
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シラバス（サーバ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

D-001 Linux 管理 30 

D-002 Linux サーバ構築 60 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

D-001 Linux 管理 Linux教科書 LPICレベル 2 第 4版 翔泳社 ￥3,990- 

D-002 Linux サーバ構築 
プロのための Linuxシステム構築・運用技術 技術評論社 

￥3,024- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

Linux 管理 
Linux基礎に続く科目で、Linuxを使用し、管理者として UNIXシステムの構築、管理、

運用方法を学ぶ。LPI101/102、201/202資格の内容を基本に進める。 

Linux サーバ構築 

Linux管理と平行し、各種サーバの構築・運用・管理法を、実習を交えながら学習す

る。実習では、サーバ管理コマンドの使用法、WWW サーバ、FTP サーバ、DNS サーバ

等の設定を行う。LPI201/202資格の内容を基本に進める。 

 

  



60 

 

シラバス（プログラム） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

E-001 Java(Ⅰ) 30 

E-002 Java(Ⅱ) 30 

E-003 Java(Ⅲ) 30 

E-004 Java EE(Ⅰ) 30 

E-005 UML 30 

E-006 オブジェクト指向分析 30 

E-007 オブジェクト指向設計 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

E-001 Java(Ⅰ) わかりやすい Java入門編 秀和システム \2,940- 

E-002 Java(Ⅱ) 
情報処理技術者テキスト プログラミング入門 Java 改訂

版 実教出版 \2,100- 

E-003 Java(Ⅲ) 初級 Java ～やさしい Java～ 実教出版  \2,310- 

E-004 Java EE(Ⅰ) 
これからはじめるすぐにわかるサーブレット&JSP 入門 秀和

システム \2,100- 

E-005 UML UMLモデリングレッスン 日経 BP社 ￥2,520- 

E-006 オブジェクト指向分析 Head First オブジェクト指向分析設計 ―頭とからだで覚える

オブジェクト指向の基本 オライリー ￥4,200- E-007 オブジェクト指向設計 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 
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●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

Java(Ⅰ) 
マシン語から Javaに至るプログラム言語の歴史と発展の過程を確認し、Javaによる

プログラム作成の手順、Javaの基本文法について学習する。 

Java(Ⅱ) 
Java 文法の中でクラスとインスタンスの関係に関する事項について全般的に学習す

る。 

Java(Ⅲ) Java APIに含まれる主要なライブラリの用途と利用方法について学習する。 

Java EE(Ⅰ) 

サーバサイドプログラミング技術として Java EEを取り上げ、Java EEによる Webア

プリケーションの実装、サーバサイドのモジュール(サーブレット・JSP)作成方法、

配備方法等を学習する。 

UML 

上流工程でますます重要となる、ソフトウェアの要求仕様や内部構造の記述を目的と

した国際標準の表記法である UML(Unified Modeling Language:統一モデリング言語)

モデリングの技術を学習する。 

オブジェクト指向分析 

ソフトウェア開発技術の主役である、オブジェクト指向の全体像とそこに含まれる各

技術について学習します。柔軟なアプリケーションを作るためにカプセル化や委譲な

ど、オブジェクト指向の原則を取り入れ、またコードの再利用を促すための開放閉鎖

原則(OCP)や単一責任原則(SRP)適用について学ぶ。 

オブジェクト指向設計 

オブジェクト指向の応用となる、オブジェクト指向の原則、デザインパターン、さま

ざまな開発手法を、オブジェクト指向分析設計プロジェクトのライフサイクルに適合

させる方法を学ぶ。さらに、再利用ができ、堅牢で、拡張可能な本格的オブジェクト

指向ソフトウェアを分析し、設計し、書くことができるように学習する。 
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人材像/職種/役割:ソフトウェアデベロップメント 

専門分野/企業タイプ:応用ソフト 
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ITSS準拠カリキュラム  

人材像/職種/役割: ソフトウェアデベロップメント 専門分野/企業タイプ: 応用ソフト 

 

シラバス 

 

科目番号 科目名 時間数 

A ベーシックⅠ 150 

B ベーシックⅡ 150 

C データベース 90 

D サーバ 90 

E プログラム 210 

F 開発補助 30 

G 演習 180 
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シラバス（ベーシックⅠ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

A-001 日本語の読解能力開発 30 

A-002 PCリテラシ 30 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ（ビジネスリテラシ/企業リテラシ） 90 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

A-001 日本語の読解能力開発 オリジナル 

A-002 PCリテラシ 

・実践コンピューターリテラシー入門 実教出版 ￥1,995- 

・30時間アカデミック 情報活用 Excel2010 実教出版 

\1,300- 

A-003 コンピュータ概論/ストラテジ コンピュータシステムの基礎 第 15版 アイテック ￥4,200- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

日本語の読解能力開発 

世代間の違いを利用したグループワークによるアクティブラーニングを中心に、前期

はジェネリックスキルの基盤となるリテラシ能力やコミュニケーション能力を養成

し、後期はＩＴクリエータに必要な視点や問題解決能力等のスキルを身に付けること

を学習する。 

PCリテラシ 

ワープロ・表計算・プレゼンテーションなど、Microsoft Office ソフトウェアでビ

ジネス文書を効率良く作成する方法、特に共同でドキュメントを作成する方法等を学

習する。 

コンピュータ概論/ストラテジ 
コンピュータや IT 技術全般の技術概要を把握することを目的とした入門科目。基本

情報技術者試験の午前中の内容レベルの内容を学習する。 
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シラバス（ベーシックⅡ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

B-001 ネットワーク 60 

B-002 データベース 30 

B-003 サーバ 30 

B-004 プログラム 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

B-001 ネットワーク 

NTTコミュニケーションズ インターネット検定 .com Master 

★2012公式テキスト エヌティティ出版 \2,940- 

情報セキュリティ読本 四訂版 ―IT 時代の危機管理入門― 

実教出版 \525- 

マスタリング TCP/IP 入門編 第 5版 オーム社 \2,310- 

B-002 データベース 
基本情報技術者テキスト No.5 

データベース技術 増進堂 ￥2,205- 

B-003 サーバ 
新 Linux/UNIX入門 第 3版 ソフトバンククリエイティブ 

\3,990- 

B-004 プログラム 
基本情報技術者試験 図解でわかるアルゴリズムの基本と仕

組み 秀和システム \1,575- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

ネットワーク 

インターネットを利用するためのマナーやセキュリティ設定を通じてインターネッ

トの危険性や対処法を、Windowsやインターネットアプリケーションの設定について

の知識を、実習を通じて学習する。 

ネットワークにおける各種セキュリティ技術の基礎（インターネット上の脅威や攻撃

手法、暗号化の仕組みなど）のセキュリティ全般に関して学習する。 

インターネットのプロトコルである TCP/IP について学習する。IP、TCP など、各プ

ロトコルの基本機能を学ぶ。 

データベース 
データベースの種類、概念、基本モデル、設計手法など、また、データとモデルの関

係、RDBMSの特長などを学習する。 

サーバ 

OSを理解することを目的としている入門家庭で、Linuxにより、コマンド入力による

各種操作を通じ、ユーザレベルで UNIXの機能を体系的に学習する。LPI101/102資格

の内容を基本に進める。 

プログラム 

プログラミングに必要な問題解決のための処理手順、流れであるアルゴリズムとその

処理対象であるデータの構造について学習し、プログラミングのための基礎知識を身

につける。 
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シラバス（データベース） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

C-001 SQL 30 

C-002 RDBMS(Ⅰ) 30 

C-003 RDBMS(Ⅱ) 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

C-001 SQL SQL ゼロからはじめるデータベース操作 翔泳社 ￥1,880- 

C-002 RDBMS(Ⅰ) My SQLデータベース構築バイブル 

毎日コミュニケーションズ \4,830- C-003 RDBMS(Ⅱ) 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

SQL SQLの各種構文について学習する。 

RDBMS(Ⅰ) 
MySQLの各種データべースオブジェクトについて、それぞれの役割、作成方法、利用

方法について学習する。 

RDBMS(Ⅱ) 

MySQL のアーキテクチャを踏まえた上で、インスタンスの管理、バックアップ、リカ

バリの実行等、データベースの構築、管理方法、パーフォーマンスチューニングにつ

いて学習する。 
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シラバス（サーバ） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

D-001 Linux 基礎 30 

D-002 Linux 管理 30 

D-003 Linux サーバ構築 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

D-001 Linux 基礎 Linux教科書 LPICレベル 1 第 5版 翔泳社 ￥3,990- 

D-002 Linux 管理 Linux教科書 LPICレベル 2 第 4版 翔泳社 ￥3,990- 

D-003 Linux サーバ構築 
プロのための Linuxシステム構築・運用技術 技術評論社 

￥3,024- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

Linux 基礎 

Linux 入門に続く科目で、Linux を使用し、ヘビーユーザレベルで活用できることを

目的とした学習を行う。高度なコマンドの使用法やシェルスクリプトの作成法、管理

者として使用する各種コマンドと機能を学ぶ。LPI101/102 資格の内容を基本に進め

る。 

Linux 管理 
Linux基礎に続く科目で、Linuxを使用し、管理者として UNIXシステムの構築、管理、

運用方法を学ぶ。LPI101/102、201/202資格の内容を基本に進める。 

Linux サーバ構築 

Linux管理と平行し、各種サーバの構築・運用・管理法を、実習を交えながら学習す

る。実習では、サーバ管理コマンドの使用法、WWW サーバ、FTP サーバ、DNS サーバ

等の設定を行う。LPI201/202資格の内容を基本に進める。 
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シラバス（プログラム） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

E-001 HTML5 35 

E-002 Java(Ⅰ) 30 

E-003 Java(Ⅱ) 30 

E-004 Java(Ⅲ) 30 

E-005 Java EE(Ⅰ) 35 

E-006 Java EE(Ⅱ) 35 

E-007 Webプログラミングのセキュリティ 15 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

E-001 HTML5 
HTML5 Web アプリケーションプログラミング入門 秀和システ

ム \2,940- 

E-002 Java(Ⅰ) わかりやすい Java入門編 秀和システム \2,940- 

E-003 Java(Ⅱ) 
情報処理技術者テキスト プログラミング入門 Java 改訂

版 実教出版 \2,100- 

E-004 Java(Ⅲ) 初級 Java ～やさしい Java～ 実教出版  \2,310- 

E-005 Java EE(Ⅰ) 
これからはじめるすぐにわかるサーブレット&JSP 入門 秀和

システム \2,100- 

E-006 Java EE(Ⅱ) 

[実践]オブジェクト指向開発トレーニングブック ~設計から

実装まで Java・JSP・サーブレットを総合学習 技術評論社 

\2,814- 

E-007 Webプログラミングのセキュリティ 

体系的に学ぶ 安全な Web アプリケーションの作り方 脆弱性

が生まれる原理と対策の実践 ソフトバンククリエイティブ 

\3,360- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 
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●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

HTML5 
Web アプリケーションにおいてユーザーインターフェースの役割を果たす HTML の機

能について学習する。 

Java(Ⅰ) 
マシン語から Javaに至るプログラム言語の歴史と発展の過程を確認し、Javaによる

プログラム作成の手順、Javaの基本文法について学習する。 

Java(Ⅱ) 
Java 文法の中でクラスとインスタンスの関係に関する事項について全般的に学習す

る。 

Java(Ⅲ) Java APIに含まれる主要なライブラリの用途と利用方法について学習する。 

Java EE(Ⅰ) 

サーバサイドプログラミング技術として Java EEを取り上げ、Java EEによる Webア

プリケーションの実装、サーバサイドのモジュール(サーブレット・JSP)作成方法、

配備方法等を学習する。 

Java EE(Ⅱ) 
Java EE を構成する基本的な API により、MVC モデル 2 を適用した Web アプリケーシ

ョンを実装する方法について学習する。 

Web プログラミングのセキュリ

ティ 

プログラミング技術の不備に起因する様々なセキュリティリスクを踏まえた上で、リ

スク対策を備えた Webシステムを構築するための具体的手法について、Java EE環境

による実習で学習する。 
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シラバス（開発補助） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

F-001 システム設計 15 

F-002 品質管理/テストアルゴリズム 15 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

F-001 システム設計 
これだけは理解しておきたい ソフトウェア開発の知識 ゆた

か創造舎 \2,520- 

F-002 品質管理/テストアルゴリズム ソフトウェア品質保証入門 日科技連 \2,940- 

※コマシラバス作成にあたり、参考書籍を記載。他の書籍を選定しても構わない。 

 

●カリキュラム内容 

 

タイトル 実施内容 

システム設計 
情報システムの設計・開発の手順およびシステムの計画、設計、開発、テストおよび

運用までの各工程の作業と、そこで用いられる手法について学習する。 

品質管理/テストアルゴリズム システムの品質向上に必要な基礎的知識、工程、手順について学習する。 
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シラバス（演習） 

 

※1履修単位時間は 90分とする 

 

科目番号 科目名 時間数 

G-001 環境構築 20 

G-002 演習(Ⅰ) 50 

G-003 演習(Ⅱ) 50 

G-004 システム開発演習(Ⅰ) 30 

G-005 システム開発演習(Ⅱ) 30 

 

●使用教材 

科目番号 科目名 教材名 

G-001 環境構築 オリジナル 

G-002 演習(Ⅰ) オリジナル 

G-003 演習(Ⅱ) オリジナル 

G-004 システム開発演習(Ⅰ) オリジナル（本年度作成教材） 

G-005 システム開発演習(Ⅱ) オリジナル（本年度作成教材） 

 

●カリキュラム内容 

タイトル 実施内容 

環境構築 Eclipce、Java Development KID(JDK)、Android SD などの演習環境を自分で構築し

ます。 

演習(Ⅰ) 3人までのグループで学習した内容のソリューションの構築を行う。 

演習(Ⅱ) 3人までのグループで学習した内容のソリューションの構築を行う。 

システム開発演習(Ⅰ) 3人までのグループで学習した内容のソリューションの構築を行う。 

システム開発演習(Ⅱ) 3人までのグループで学習した内容のソリューションの構築を行う。 
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平成 25 年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」 

IT 分野産学コンソーシアム 

IT 分野の産学官連携による中核的専門人材養成の戦略的推進プロジェクト 

IT 分野の学習ユニット積上げ式モデル・カリキュラム基準の枠組み 

 
平成 26年 2 月 

 

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

〒164-0003 東京都中野区東中野 1-57-8 辻沢ビル３F 

Tel：03-5332-5081 

 

  ●本書の内容を無断で転記､掲載することは禁じます。 

 


